
Memuro Town Assembly informationMemuro Town Assembly information

2021.10.12 No.230

議会だよりの表紙は、無限の可能性をイメージし子どもを掲載しています。議会だよりの表紙は、無限の可能性をイメージし子どもを掲載しています。

（一般会計・５特別会計・３事業会計　全て認定）（一般会計・５特別会計・３事業会計　全て認定）
特集　令和２年度決算審査特集　令和２年度決算審査	 P2～P5	 P2～P5

新嵐山改革への新嵐山改革への
ご意見を募集しますご意見を募集します	 P8	 P8



４
日
間
の
審
査
を
実
施

　

委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
令
和
２

年
度
一
般
会
計
、
５
特
別
会
計
、

３
事
業
会
計
の
決
算
は
、
9
月
６

日
か
ら
9
日
ま
で
の
４
日
間
に
わ

た
り
審
査
さ
れ
ま
し
た
。

各
会
計
を
細
か
く
審
査

　

審
査
は
、
会
計
ご
と
に
行
わ
れ
、

適
正
に
支
出
さ
れ
て
い
る
か
、
不

用
額
は
妥
当
で
あ
る
か
、
事
業
の

成
果
は
あ
っ
た
の
か
な
ど
、
細
か

く
質
疑
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
す
べ
て
の
会
計
を
一

括
し
た
討
論
が
行
わ
れ
、
電
子
表

決
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
採
決
の
結
果
、

賛
成
多
数
に
よ
り「
認
定
す
べ
き

も
の
」と
決
定
し
ま
し
た
。

決
算
は
本
会
議
で
最
終
採
決

　

９
月
22
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、

会
計
ご
と
に
採
決
を
行
い
、
す
べ

て
の
会
計
決
算
を
認
定
し
ま
し
た
。

※�

主
な
質
疑
、
討
論
は
４
ペ
ー
ジ
、

５
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

予
算
決
算
特
別
委
員
会

令和２年度　決算審査
一般会計、５特別会計、３事業会計を審査
すべての会計決算を認定

国庫支出金
34億5,624万円　17.4%

各種交付金　5億3,954万円　2.7%

地方譲与税　3億1,152万円　1.6%
町債   29億5,959万円
14.9%

道支出金　27億6,622万円　13.9%

地方交付税
34億3,929万円
17.3%

地方交付税
34億3,929万円
17.3%

32.1%32.1%

67.8%67.8%

繰越金　4億7,468万円　2.4%

財産収入・寄附金・   
繰入金 
11億368万円　5.6%

諸収入　11億670万円
5.6%

負担金・使用料・手数料　4億6,169万円　2.3%

町税　32億2,421万円　16.2%

収入
（歳入）

自
主

財

源

依

存

財

源

災害復旧費　　 0万円　0.0%

その他　1億3,644万円　0.7%

消防費　5億5,878万円　2.9%

商工費　6億5,393万円　3.4%
公債費
7億9,786万円　4.1%

教育費
15億1,287万円

7.8%

教育費
15億1,287万円

7.8%

土木費　12億1,677万円　6.3%土木費　12億1,677万円　6.3%

民生費
24億5,975万円
12.7%

民生費
24億5,975万円
12.7%

職員費
15億5,578万円

8.0%

職員費
15億5,578万円

8.0%

総務費
22億6,248万円
11.7%

総務費
22億6,248万円
11.7%

衛生費
35億2,789万円
18.2%

衛生費
35億2,789万円
18.2%

農林産業費
46億5,034万円
24.1%

農林産業費
46億5,034万円
24.1%

支出
（歳出）

特集特集
一般会計の歳出総額　193億3,288万円一般会計の歳出総額　193億3,288万円

一般会計と特別会計の歳出一般会計と特別会計の歳出239239億億88,,457457万円万円
令和２年度 令和元年度 増減額

総　額 193億3,288万円 128億611万円 65億2,677万円

民 生 費 24億5,975万円 24億206万円 5,769万円
農林産業費 46億5,034万円 18億2,844万円 28億2,190万円
職 員 費 15億5,578万円 14億7,430万円 8,148万円
衛 生 費 35億2,789万円 14億2,372万円 21億417万円
総 務 費 22億6,248万円 12億6,085万円 10億163万円
教 育 費 15億1,287万円 12億3,013万円 2億8,274万円
土 木 費 12億1,677万円 12億714万円 963万円
公 債 費 7億9,786万円 8億240万円 -454万円
商 工 費 6億5,393万円 6億2,051万円 3,342万円
消 防 費 5億5,878万円 4億6,336万円 9,542万円
そ の 他 1億3,644万円 8,891万円 4,753万円
災害復旧費 0万円 429万円 -429万円

令和２年度 令和元年度 増減額

総　額 198億4,336万円 132億8,079万円 65億6,256万円

町 税 32億2,421万円 32億3,086万円 -665万円
諸 収 入 11億670万円 4億5,391万円 6億5,279万円
負担金・使用料・手数料 4億6,169万円 4億7,252万円 -1,083万円
繰 越 金 4億7,468万円 4億256万円 7,212万円
財産収入・寄附金・繰入金 11億368万円 6億8,127万円 4億2,241万円
地 方 交 付 税 34億3,929万円 34億4,268万円 -339万円
道 支 出 金 27億6,622万円 15億3,950万円 12億2,672万円
町 債 29億5,959万円 13億6,964万円 15億8,995万円
国 庫 支 出 金 34億5,624万円 9億317万円 25億5,307万円
各 種 交 付 金 5億3,954万円 4億7,457万円 6,497万円
地 方 譲 与 税 3億1,152万円 3億1,012万円 140万円

ごみ処理や病気予防などに

193,118円
（77,250円）

借入金返済に

43,675円
（43,538円）

高齢者や児童の福祉などに

134,648円
（130,334円）

情報化推進などに

123,849円
（68,413円）

河川・道路・公園の整備などに

66,607円
（65,499円）

産業振興などに

290,359円
（132,878円）

学校・公民館・体育館
などに

82,815円
（66,746円）

消防・救急活動などに

30,588円
（25,142円）

職員費に

85,164円
（79,995円）

その他に

7,469円
（4,824円）

災害復旧などに

　0円
（233円）

町民１人当たりの支出  町民１人当たりの支出  1,058,2921,058,292円円（694,851円）（694,851円）

町民１人当たりの貯金　町民１人当たりの貯金　約約152,000152,000円円（約184,000円）（約184,000円）

町民１人当たりの借金　町民１人当たりの借金　約約671,000671,000円円（約546,000円）（約546,000円）

※令和３年３月31日現在の人※令和３年３月31日現在の人
　口18,268人で算出。　口18,268人で算出。
※（　）内の数字は令和元年度※（　）内の数字は令和元年度
　決算の額　決算の額

特別会計

会計名 歳入（収入） 歳出（支出）

国民健康保険 23億2,738万円 21億2,306万円

後期高齢者医療 2億9,444万円 2億9,366万円

介 護 保 険 19億7,712万円 19億1,571万円

地域開発事業 3,406万円 3,098万円

簡 易 水 道 2億9,401万円 2億8,828万円

会計名 歳入（収入） 歳出（支出）

一 般 会 計 198億4,336万円 193億3,288万円

事業会計

会計名 歳入（収入） 歳出（支出）

下 水 道 7億6,280万円 7億6,837万円

上 水 道 5億5,984万円 4億9,260万円

公立芽室病院 23億2,433万円 21億2,423万円

※事業会計は収益的収支を掲載しています。

次
の
ペ
ー
ジ
は「
ど
う
活
か
さ
れ
た
？
私
た
ち
の
お
金
!!
」「
賛
成
×
反
対 

討
論
」

特
集　

令
和
２
年
度　

決
算
審
査

※端数整理により合計は合いません

進行する柴田予算決算特別委員長電子表決システム
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次
の
ペ
ー
ジ
は「
定
例
会
議
」「
補
正
予
算
」「
審
議
し
た
議
案
と
各
議
員
の
賛
否
」

ど
う
活
か
さ
れ
た
？

私
た
ち
の
お
金
‼

質疑数
184

審査時間

11時間
29分

反
対

賛
成×
討
論

　

３
日
間
の
決
算
に
対
す
る
質
疑
を
終
え
、
議
員
個
人
が
決
算
に
対
し「
反
対（
認
定

し
な
い
）」「
賛
成（
認
定
す
る
）」を
表
明
す
る
討
論
を
行
い
ま
し
た
。

　

討
論
で
は
、
反
対
の
立
場
で
１
人
、
賛
成
の
立
場
で
４
人
が
意
見
を
述
べ
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
討
論
の
要
旨
を
掲
載
し
ま
す
。

※
９
件
の
議
案
を
一
括
し
て
討
論
す
る
た
め
、
議
案
の
う
ち
１
件
で
も
反
対
要
素
が

あ
れ
ば
、
反
対
の
立
場
で
の
討
論
と
な
り
ま
す
。

　討論とは、議員
が自分の賛否の意
見を表明し、その
理由を述べること
で他の議員を自分
の意見に賛同させ
ることを目的に行
います。

渡
辺
洋
一
郎 

委
員

　

第
１
に
、
国
民
健
康
保
険
税

の
引
下
げ
を
求
め
る
こ
と
、
第

２
に
、
後
期
高
齢
者
医
療
特
別

会
計
に
お
け
る
保
険
料
負
担
増

は
被
保
険
者
の
生
活
の
質
の
低

下
に
直
結
す
る
こ
と
、
第
３
に
、

介
護
保
険
料
は
、
道
内
で
も
高

水
準
で
あ
り
利
用
者
負
担
増
は

介
護
行
政
の
後
退
で
あ
る
こ
と

か
ら
反
対
す
る
。

　

最
前
線
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
対
策
の
事
業
実
施
に
あ
た

ら
れ
た
町
長
、
職
員
の
み
な
さ

ま
に
は
敬
意
を
表
す
る
。

　

今
後
も
町
民
に
身
近
で
頼
り

に
な
る
存
在
と
し
て
役
割
を
果

た
す
こ
と
を
期
待
す
る
。

橋
本　

和
仁 

委
員

　

コ
ロ
ナ
感
染
症
の
拡
大
は
生

活
経
済
活
動
に
多
大
な
影
響
を

も
た
ら
し
た
が
、
当
初
予
算
、

補
正
予
算
に
計
上
さ
れ
た
新
規

事
業
、
継
続
事
業
は
概
ね
執
行

さ
れ
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
、

中
小
企
業
事
業
持
続
化
支
援
金

な
ど
は
、
地
域
経
済
の
下
支
え

に
な
り
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
へ

の
タ
ブ
レ
ッ
ト
支
給
な
ど
で
教

育
も
充
実
し
た
。

　

経
常
収
支
比
率
の
硬
直
化
へ

の
不
安
は
拭
え
な
い
が
、
更
な

る
住
民
福
祉
向
上
を
期
待
し
、

第
５
期
芽
室
町
総
合
計
画
の
実

施
に
向
け
て
前
進
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
切
望
す
る
。

立
川　

美
穂 

委
員

　

令
和
２
年
度
は
、
集
ま
れ
な

い
、
直
接
会
え
な
い
と
い
う
制

限
が
か
か
る
中
、
高
齢
者
や
教

育
、
子
育
て
支
援
な
ど
、
各
担

当
課
が
工
夫
を
凝
ら
し
町
民
ニ

ー
ズ
の
把
握
に
努
め
事
業
を
推

進
し
て
き
た
こ
と
を
確
認
し
た
。

　

デ
ジ
タ
ル
庁
の
創
設
に
よ
り

今
後
さ
ら
に
自
治
体
の
D
X
が

推
進
さ
れ
る
が
、
技
術
の
導
入

で
町
民
の
暮
ら
し
を
よ
り
良
い

も
の
に
す
る
た
め
、
デ
ジ
タ
ル

と
は
親
和
性
が
な
い
と
さ
れ
て

き
た
高
齢
者
の
介
護
予
防
や
健

康
増
進
に
活
用
す
る
方
策
な
ど
、

幅
広
い
可
能
性
の
探
究
に
努
め

て
い
た
だ
き
た
い
。

鈴
木　

健
充 

委
員

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

の
事
業
持
続
化
支
援
金
や
、
年

末
の
事
業
継
続
支
援
金
な
ど
地

元
事
業
者
へ
の
支
援
策
は
高
く

評
価
で
き
る
。

　

今
後
は
、
公
立
芽
室
病
院
の

経
営
、
農
・
林
・
商
・
工
業
の

振
興
、
新
嵐
山
ス
カ
イ
パ
ー
ク

を
中
心
と
し
た
観
光
産
業
の
振

興
な
ど
、
重
要
な
課
題
が
山
積

し
、
町
民
に
と
っ
て
何
が
必
要

か
、
何
を
改
善
す
べ
き
か
の
、

厳
し
い
選
択
が
迫
ら
れ
る
。

　

限
ら
れ
た
財
源
に
見
合
っ
た

自
治
体
運
営
を
進
め
、「
ず
っ
と

輝
く
ま
ち
め
む
ろ
」の
実
現
を

期
待
す
る
。

正
村
紀
美
子 
委
員

　

町
民
の
暮
ら
し
に
向
き
合
い
、

的
確
な
事
業
の
構
築
に
取
り
組

ま
れ
た
こ
と
に
感
謝
す
る
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
額
の
増

額
に
向
け
た
取
組
み
、
雇
用
促

進
住
宅
と
隣
接
地
一
帯
の
ま
ち

づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
の
検
討
、
防

災
ラ
ジ
オ
で
提
供
す
る
情
報
の

整
理
が
気
に
な
る
点
で
は
あ
る

が
、
事
業
は
概
ね
執
行
で
き
た

と
考
え
る
。

　

行
政
課
題
は
山
積
し
、
見
通

し
が
つ
か
な
い
コ
ロ
ナ
禍
で
は

あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
視
点
で

は
な
く
、
ま
っ
た
く
新
し
い
発

想
で
の
解
決
策
を
期
待
す
る
。

反対

賛成

賛成

賛成

賛成

特
集　

令
和
２
年
度　

決
算
審
査

◆
介
護
保
険
特
別
会
計

問 

梶
澤　

幸
治 

委
員

　

福
祉
人
材
確
保
が
重
要
。
や

り
が
い
な
ど
が
感
じ
ら
れ
る
よ

う
、
働
き
手
の
意
見
を
聴
い
て

未
来
へ
の
投
資
を
す
べ
き
。

答 

副
町
長
、
高
齢
者
支
援
課
長

　

働
き
手
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
町
と
し
て

の
直
接
支
援
は
難
し
い
で
す
が
、

国
へ
の
改
善
は
求
め
、
事
業
所

等
と
の
情
報
共
有
に
よ
り
解
決

策
を
見
出
す
考
え
で
す
。

◆
民
生
費

問 

中
村　

和
宏 

委
員

　

要
配
慮
者
支
援
事
業
の
登
録

者
に
顕
著
な
変
化
は
あ
る
か
。

ま
た
、
町
内
会
等
へ
の
情
報
提

供
に
課
題
は
あ
る
か
。

答 
健
康
福
祉
課
長

　

３
年
ぶ
り
の
調
査
で
、
家
族

の
状
況
も
変
わ
っ
て
い
ま
す
。

個
人
情
報
で
あ
り
、
誓
約
書
を

基
に
町
内
会
に
提
供
し
ま
す
が
、

取
組
が
難
し
い
な
ど
の
意
見
も

あ
り
、
体
制
づ
く
り
が
必
要
と

認
識
し
て
い
ま
す
。

◆
農
林
産
業
費

問 

寺
町　

平
一 

委
員

　

農
業
委
員
会
と
し
て
は
農
地

の
流
動
化
を
ど
う
考
え
て
い
る

か
。

答 

農
業
委
員
会
事
務
局
長

　

賃
貸
期
間
更
新
の
際
に
は
売

買
に
つ
い
て
も
打
診
し
ま
す
が
、

出
し
手
の
考
え
が
重
要
と
な
り

ま
す
。
農
業
を
行
う
方
が
所
有

で
き
る
よ
う
考
え
て
い
ま
す
。

◆
衛
生
費

問 

黒
田　

栄
継 

委
員

　

斎
場
は
住
民
の
理
解
が
必
要
。

コ
ロ
ナ
対
策
、
毎
年
の
修
繕
、

改
修
に
向
け
て
ど
の
よ
う
に
進

め
る
か
。

答 

町
長
、
環
境
土
木
課
長

　

耐
震
性
は
有
り
、
既
存
施
設

を
改
修
す
る
方
向
で
基
本
計
画

を
今
年
度
策
定
す
る
考
え
で
す
。

プ
ー
ル
建
設
以
降
は
、
大
規
模

施
設
の
建
設
に
早
期
着
手
で
き

な
い
状
況
と
な
り
ま
す
が
、
整

備
年
度
を
見
据
え
て
地
域
に
説

明
し
て
い
き
ま
す
。

◆
職
員
費

問 

広
瀬　

重
雄 

委
員

　

協
働
と
は
言
え
行
政（
職
員
）

の
負
担
は
大
き
い
。
持
続
可
能

な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
行
政
、

民
間
、
個
人
そ
れ
ぞ
れ
が
で
き

る
こ
と
を
や
る
必
要
は
な
い
か
。

答 

副
町
長
、
総
務
課
長

　

仕
事
の
質
が
今
後
の
課
題
で

す
。
機
構
改
革
に
よ
る
人
員
配

置
等
の
評
価
は
必
要
で
あ
り
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
が
維
持
で
き
る

よ
う
行
政
運
営
し
て
い
き
ま
す
。

◆
消
防
費

問 

堀
切　

忠 

委
員

　

災
害
告
知
用
戸
別
端
末
の
配

布
率
を
上
昇
さ
せ
る
た
め
の
考

え
方
は
。

答 

総
務
課
長

　

１
０
０
％
に
近
づ
け
る
た
め
、

個
別
の
通
知
や
案
内
な
ど
、
積

極
的
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

◆
教
育
費

問 

中
田
智
惠
子 

委
員

　

奨
学
金
償
還
免
除
制
度
の
周

知
は
行
っ
て
い
る
か
。
ま
た
、

芽
室
町
に
戻
っ
て
の
就
職
に
結

び
つ
く
よ
う
な
企
業
情
報
の
提

供
な
ど
は
検
討
し
な
い
の
か
。

答 �

教
育
推
進
課
長
、
教
育
推

進
係
長

　

広
報
誌
に
掲
載
し
、
対
象
と

な
る
方
に
は
直
接
通
知
し
て
い

ま
す
。
企
業
情
報
の
提
供
に
つ

い
て
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
現

行
制
度
の
拡
大
・
変
更
な
ど
は
、

現
状
の
推
移
を
見
極
め
て
判
断

し
て
い
く
考
え
で
す
。

中村委員

黒田委員

広瀬委員

梶澤委員

寺町委員

中田委員 堀切委員
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審議した議案と各議員の賛否 令和３年９月定例会議

※早苗豊議長は採決には加わりません。

種　
　

類

議　員　名

議　案　名

寺
町　

平
一

審
議
結
果

議　

決　

日

行政報告 行政報告 採決はありません。

9/1

諮 問 人権擁護委員推薦につき意見を求める件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 意見なし

議 案 芽室町教育委員会委員任命につき同意を求める件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 任命同意

議 案 財産取得の件（図書館情報システム） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議 案 芽室町手数料徴収条例中一部改正の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議 案 芽室町道路の構造の技術的基準等を定める条例中一部改正の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

認 定 令和２年度芽室町一般会計決算認定の件

予算決算特別委員会に審査付託

認 定 令和２年度芽室町国民健康保険特別会計決算認定の件

認 定 令和２年度芽室町後期高齢者医療特別会計決算認定の件

認 定 令和２年度芽室町介護保険特別会計決算認定の件

認 定 令和２年度芽室町地域開発事業特別会計決算認定の件

認 定 令和２年度芽室町簡易水道特別会計決算認定の件

認 定 令和２年度芽室町下水道事業会計決算認定の件

認 定 令和２年度芽室町上水道事業会計決算認定の件

認 定 令和２年度芽室町公立芽室病院事業会計決算認定の件

議 案 令和３年度芽室町一般会計補正予算（第５号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議 案 令和３年度芽室町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議 案 令和３年度芽室町介護保険特別会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議 案 令和３年度芽室町下水道事業会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議 案 令和３年度芽室町公立芽室病院事業会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

会 議 案 芽室町議会会議条例中一部改正の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

陳 情 図書館司書を正職員とするよう求める陳情 総務経済常任委員会に審査付託

陳 情
「義務教育費国庫負担制度堅持・負担率２分の１への復元、「３０人以下
学級」など教育予算確保・拡充と就学保障の実現に向けた意見書」の提
出を求める陳情

厚生文教常任委員会に審査付託

認 定 令和２年度芽室町一般会計決算認定の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

9/22

認 定 令和２年度芽室町国民健康保険特別会計決算認定の件 ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

認 定 令和２年度芽室町後期高齢者医療特別会計決算認定の件 ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

認 定 令和２年度芽室町介護保険特別会計決算認定の件 ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

認 定 令和２年度芽室町地域開発事業特別会計決算認定の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

認 定 令和２年度芽室町簡易水道特別会計決算認定の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

認 定 令和２年度芽室町下水道事業会計決算認定の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

認 定 令和２年度芽室町上水道事業会計決算認定の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

認 定 令和２年度芽室町公立芽室病院事業会計決算認定の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

陳 情
「義務教育費国庫負担制度堅持・負担率２分の１への復元、「３０人以下
学級」など教育予算確保・拡充と就学保障の実現に向けた意見書」の提
出を求める陳情

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 採択

報 告 令和２年度芽室町健全化判断比率及び資金不足比率報告の件 報告事項のため、採決はありません。 受理

議 案 芽室町農業委員会委員任命につき同意を求める件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 任命同意

議 案 町道路線認定の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議 案 令和２年度芽室町上水道事業会計剰余金処分の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議 案 芽室西中学校屋上外壁改修工事 ( Ｒ２繰越 ) 請負変更契約締結の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議 案 令和３年度芽室町一般会計補正予算（第６号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議 案 令和３年度芽室町公立芽室病院事業会計補正予算（第４号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

会 議 案
コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意
見書提出の件

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

会 議 案 国土強靱化に資する社会資本整備等に関する意見書提出の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

会 議 案 義務教育費国庫負担制度堅持・負担率２分の１への復元、「30人以下学級」
など教育予算確保・拡充と就学保障の実現に向けた意見書提出の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

９月
定例会議

９月
補正予算

町
長
提
案
の
議
案
等
及
び
議
会
提
案
の

会
議
案
等
は
全
て
原
案
の
と
お
り
可
決

各
会
計
補
正
予
算
を
原
案
の
と
お
り
可
決

一
般
会
計
予
算
の
総
額
は
、１
２
３
億
７
４
６
万
７
千
円
に

次
の
ペ
ー
ジ
は「
委
員
会
活
動
報
告
」

　

１
日
に
開
会
し
た
９
月
定
例

会
議
は
、
22
日
の
最
終
日
ま
で

に
提
案
さ
れ
た
議
案
等
を
、
全

て
原
案
の
と
お
り
可
決
し
て
閉

会
し
ま
し
た
。

　

行
政
報
告�

１
件

　

諮
問�

１
件

　

任
命
同
意�

２
件

　

令
和
２
年
度
決
算�

９
件

　

報
告�

１
件

　

町
道
路
線
認
定�

１
件

　

剰
余
金
処
分�

１
件

　

財
産
取
得�

１
件

　

契
約
締
結�

１
件

　

条
例
改
正�

３
件

　

補
正
予
算�

７
件

　

意
見
書
案�

３
件

　

陳
情�

２
件

　

９
月
定
例
会
議
初
日
、
及
び
最
終
日
に
提
案
さ
れ
た
、
令
和
３
年
度
各
会
計
補
正
予
算
は
、
予
算
決
算

特
別
委
員
会
に
お
い
て
審
議
し
、
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
、
そ
の
後
の
本
会
議
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
会
計（
左
記
）の
ほ
か
、「
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
」、「
介
護
保
険
特
別
会
計
」、「
地
域
開
発
事
業

特
別
会
計
」、「
下
水
道
事
業
会
計
」、「
公
立
芽
室
病
院
事
業
会
計
」に
お
い
て
も
増
額
補
正
さ
れ
ま
し
た
。

●
行
政
報
告

　

町
長
か
ら「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
進
捗

状
況
及
び
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
者
数
に
つ
い
て
」報
告

が
あ
り
、
今
後
も
、
ワ
ク
チ
ン

の
安
定
確
保
に
努
め
、
接
種
体

制
を
維
持
す
る
考
え
が
示
さ
れ

ま
し
た
。

●
陳
情

　
「
図
書
館
司
書
を
正
職
員
と

す
る
よ
う
求
め
る
陳
情
」は
総

務
経
済
常
任
委
員
会
へ
付
託
さ

れ
、
休
会
中
も
含
め
て
審
査
を

行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
「
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制

度
堅
持
・
負
担
率
２
分
の
１
へ

の
復
元
、「
30
人
以
下
学
級
」な

ど
教
育
予
算
確
保
・
拡
充
と
就

学
保
障
の
実
現
に
向
け
た
意
見

書
の
提
出
を
求
め
る
陳
情
」は

厚
生
文
教
常
任
委
員
会
に
付
託

さ
れ
、「
採
択
す
べ
き
も
の
」と

決
定
し
、
本
会
議
に
お
い
て
採

択
し
た
後
、
意
見
書
を
可
決
し

提
出
し
ま
し
た
。

一般会計（９月１日提案）

項 目 補 正 額 主 な 事 業

総 務 費 19,793千円 旧庁舎地下書庫再整備工事

民 生 費 1,230千円 医療的ケア児支援委託

衛 生 費 32,016千円 新型コロナウイルス対策事業

農林産業費 24,589千円 経営継承・発展等支援事業

商 工 費 3,631千円 圧雪車等修繕

土 木 費 21,234千円 道路施設維持管理業務委託

消 防 費 △2,706千円 事業系廃棄物収集運搬委託料

教 育 費 △919千円

予 備 費 66,481千円

合 計 165,349千円

一般会計（９月22日提案）
項 目 補 正 額 主 な 事 業

民 生 費 10,080千円 雄馬別地域集会施設再整備工事

衛 生 費 49,405千円 新型コロナウイルス対策事業

教 育 費 6,699千円 西中学校複合防災盤更新

予 備 費 △8,681千円

合 計 57,503千円
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次
の
ペ
ー
ジ
は「
議
会
白
書
」「
国
に
３
件
の
意
見
書
を
提
出
」

総
務
経
済
常
任
委
員
会

厚

生

文

教

常

任

委

員

会

第
８
回　

９
月
１
日（
水
）

第
９
回　

９
月
９
日（
木
）

第
10
回　

９
月
30
日（
木
）

陳
情
審
査

　

付
託
さ
れ
た「
図
書
館
司

書
を
正
職
員
と
す
る
よ
う
求

め
る
陳
情
」の
審
査
は
、
陳

情
者
を
参
考
人
と
し
て
招
致

し
、
質
疑
、
自
由
討
議
を
行

い
、
慎
重
に
審
査
を
進
め
ま

し
た
。

　

討
論
で
は
、
寺
町
委
員
、

中
田
委
員
か
ら「
会
計
年
度

任
用
職
員
と
し
て
今
の
業
務

を
処
理
す
る
こ
と
は
十
分
可

能
で
あ
り
、
人
事
に
絡
む
こ

と
に
、
議
会
が
関
わ
る
べ
き

で
は
な
い
」、「
限
ら
れ
た
財

源
の
中
、
部
署
や
待
遇
を
精

査
し
人
員
は
適
正
に
配
置
さ

れ
て
い
る
と
捉
え
て
お
り
、

司
書
の
募
集
に
関
し
て
は
条

件
を
理
解
し
た
う
え
で
採
用

さ
れ
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低

下
を
招
く
こ
と
な
く
運
営
さ

れ
て
い
る
」と
の
反
対
討
論

が
あ
り
、
全
会
一
致
で「
不

採
択
と
す
べ
き
も
の
」と
決

　
「
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
す
べ
て
の
世
代
に

愛
さ
れ
る
新
嵐
山
ス
カ
イ
パ
ー
ク
」が
実
現
す
る
よ

う
に
、
総
務
経
済
常
任
委
員
会
に
お
い
て
も
議
論
を

重
ね
て
い
ま
す
。

　

町
は
、令
和
２
年
３
月
に
、新
嵐
山
活
用
計
画「Rural 

inn 

ザ
・
ス
カ
イ
パ
ー
ク
」を
策
定
し
、
大
き
な
改

革
へ
と
舵
を
切
り
ま
し
た
。

　

キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
エ
リ
ア
や
、
キ
ッ
ズ
パ
ー
ク
、
ド

ッ
グ
ラ
ン
の
設
置
な
ど
、
既
に
体
験
し
た
方
も
多
い

と
思
い
ま
す
。

　

今
後
も
令
和
９
年
度
ま
で
に
、
レ
ス
ト
ラ
ン
や
リ

フ
ト
の
改
修
な
ど
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

議
会（
議
員
）に
も
、「
良
く
な
っ
た
」と
の
声
を
い

た
だ
く
一
方
で
、
急
な
変
革
に
戸
惑
う
声
や
、
昔
を

懐
か
し
む
声
も
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
声
を
踏
ま
え
、
所
管
す
る
総
務
経
済
常

任
委
員
会
と
し
て
、
町
の
活
用
計
画
が
町
民
に
浸
透

し
て
い
る
の
か
、
改
革
が
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
ら

れ
て
い
る
の
か
、
ど
の
よ
う
な
要
望
が
あ
る
の
か
な

ど
、
町
民
・
利
用
者
の
皆
さ
ん
か
ら
お
伺
い
し
、
議

論
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
は
、
大
規
模
に
フ
ォ
ー
ラ
ム

等
を
実
施
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
急
遽
、
オ
ン
ラ
イ

ン
で
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

ス
マ
ホ
で
入
力
で
き
、
質
問
数
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
是
非
、
回
答
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

意
見
交
換
会
を
実
施

　

総
務
経
済
常
任
委
員
会
の

今
年
度
抽
出
事
業（
子
ど
も

か
ら
お
年
寄
り
ま
で
す
べ
て

の
世
代
に
愛
さ
れ
る
新
嵐
山

ス
カ
イ
パ
ー
ク
）に
関
し
、

議
員
個
々
が
い
た
だ
い
た
町

民
か
ら
の
意
見
を
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
に
お
い
て
共
有
、
論
点

を
抽
出
し
、
課
題
と
し
た
嵐

山
テ
ナ
ン
ト
３
店
と
の
意
見

交
換
会
を
、
９
月
16
日
に
オ

ン
ラ
イ
ン
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

新
嵐
山
ス
カ
イ
パ
ー
ク
の

改
革
の
流
れ
の
中
、
こ
れ
ま

で
の
経
過
や
昨
シ
ー
ズ
ン
の

運
営
状
況
な
ど
生
の
声
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

い
た
だ
い
た
意
見
も
踏
ま

え
、
指
定
管
理
者
の「
め
む

ろ
新
嵐
山
株
式
会
社
」に
意

第
９
回　

９
月
１
日（
水
）

第
10
回　

９
月
10
日（
金
）

第
11
回　

９
月
15
日（
水
）

第
12
回　

９
月
22
日（
水
）

陳
情
審
査

　

付
託
さ
れ
た
、「
義
務
教
育

費
国
庫
負
担
制
度
堅
持
・
負

担
率
２
分
の
１
へ
の
復
元
、

「
30
人
以
下
学
級
」な
ど
の
教

育
予
算
確
保
・
拡
充
と
就
学

保
障
の
実
現
に
向
け
た
意
見

書
の
提
出
」を
求
め
る
陳
情

の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

参
考
人
へ
の
質
疑
を
経
て
、

討
論
で
は
、
堀
切
委
員
、
黒

田
委
員
か
ら「
教
職
員
を
増

や
し
、
長
時
間
労
働
の
是
正

や
、
少
人
数
学
級
を
実
現
し

て
い
く
こ
と
は
喫
緊
の
課
題

だ
」、「
国
に
よ
る
教
育
予
算

定
し
ま
し
た
。

　

今
後
開
催
さ
れ
る
本
会
議

で
審
査
報
告
を
行
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
係
る
経
済
対
策
に
つ
い
て

　

令
和
３
年
４
月
か
ら
９
月

の
売
上
が
減
少
し
た
飲
食
店

等
に
対
し
、
事
業
を
継
続
す

る
た
め
の
支
援
金
を
給
付
す

る
こ
と
、
ま
た
、
町
内
企
業
・

事
業
所
に
お
け
る
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
対
し
、
今
後
の
支
援
等
に

繋
げ
る
た
め
の
要
望
調
査
を

10
月
か
ら
12
月
に
行
う
こ
と

の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

の
確
保
と
充
実
が
ま
す
ま
す

必
要
で
あ
り
、
感
染
症
予
防

の
た
め
に
十
分
な
身
体
的
距

離
を
保
ち
少
人
数
で
学
級
編

成
で
き
る
よ
う
整
備
す
る
こ

と
も
重
要
」と
の
い
ず
れ
も

賛
成
討
論
が
あ
り
、
全
会
一

致
で「
採
択
す
べ
き
も
の
」と

決
定
し
、
本
会
議
で
渡
辺
委

員
長
か
ら
審
査
報
告
を
行
い

ま
し
た
。

　

本
会
議
に
お
い
て
採
択
さ

れ
た
の
ち
、
意
見
書
案
が
議

決
さ
れ
、
衆
議
院
議
長
な
ど

へ
提
出
し
ま
し
た
。

（
意
見
書
の
要
旨
は
11
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

参考人質疑参考人質疑参考人質疑参考人質疑

整備予定の病院東側整備予定の病院東側

オンライン意見交換会オンライン意見交換会

アンケートはこちらアンケートはこちら

10月31日
ま で 実 施 し ま
す が、そ れ 以
降 も 入 力 は 可
能です。

皆さんからのご意見をお願いします！！

見
交
換
会

の
実
施
を

依
頼
し
ま

し
た
。

公
立
芽
室
病
院
施
設
整
備
予
定

に
つ
い
て

　

公
立
芽
室
病
院
で
は
、
コ
ロ

ナ
対
策
の
拠
点
病
院
の
一
つ
と

し
て
、
地
域
に
根
差
し
た
様
々

な
取
り
組
み
に
力
を
注
い
で
い

ま
す
。

　

中
で
も
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
、
さ
ら

に
は
抗
体
検
査
の
実
施
体
制
の

確
立
に
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と

は
、
管
内
各
所
か
ら
も
高
く
評

価
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
さ
ら
な
る
体
制
強
化
の

一
環
と
し
て
、
病
院
東
側
の
空

き
ス
ペ
ー
ス
に
駐
車
場
を
新
設

し
、
よ
り
ス
ム
ー
ズ
な
ド
ラ
イ

ブ
ス
ル
ー
方
式
で
の
検
査
体
制

を
構
築
す
る
と
の
説
明
を
受
け
、

次
の
よ
う
な
質
疑
に
対
し
答
弁

が
な
さ
れ
ま
し
た
。

質
疑 

現
在
も
ド
ラ
イ
ブ
ス
ル

ー
形
式
だ
が
、
今
後
は
ど
う
な

る
か
？

答
弁 

冬
期
間
を
想
定
す
る
と
、

さ
ら
に
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
が
必

要
な
こ
と
か
ら
拡
充
す
る
も
の

で
あ
る
。

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

事
業
に
つ
い
て

　

子
育
て
支
援
課
か
ら
、
町

内
で
は
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

で
の
み
運
営
さ
れ
て
い
る
事

業
を
さ
ら
に
拡
充
す
べ
く
、

民
間
の
参
入
を
促
進
す
る
と

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

町
民
の
ニ
ー
ズ
に
ど
の
よ

う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
、

ス
ム
ー
ズ
な
導
入
に
向
け
た

町
の
支
援
体
制
な
ど
が
確
立

で
き
る
か
な
ど
、
今
後
さ
ら

に
調
査
を
進
め
、
議
論
を
重

ね
て
ま
い
り
ま
す
。

質
疑 

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
実
績
は
？

答
弁 

４
月
か
ら
８
月
ま
で
の

ト
ー
タ
ル
実
績
で
１
︐
５
６
６

件
。
１
日
最
大
42
件
。

質
疑 

コ
ロ
ナ
後
を
見
据
え
た

場
合
の
想
定
は
？

答
弁 

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
対
応
実
績
な
ど
を
踏
ま
え
る

と
、
新
た
な
感
染
症
な
ど
へ
の

備
え
を
想
定
し
て
い
る
。

質
疑 

現
在
使
用
し
て
い
る
テ

ン
ト
は
撤
去
す
る
の
か
？

答
弁  

夏
季
の
分
散
機
能
と

し
て
活
用
し
て
い
き
た
い
。

質
疑 

完
成
は
来
年
か
？

答
弁 

年
明
け
の
早
い
時
期
を

目
指
し
た
い
。

　

今
後
も
、
西
十
勝
地
区
の
コ

ロ
ナ
対
策
拠
点
病
院
と
し
て
さ

ら
な
る
役
割
発
揮
に
期
待
が
集

ま
る
中
、
そ
の
役
割
が
さ
ら
に

発
揮
さ
れ
る
よ
う
、
調
査
を
続

け
て
ま
い
り
ま
す
。 新嵐山

９月 の委員会活動報告
（委員が執筆しています！）
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令和３年９月　延べ30時間52分活動しました！議会白書
会議名

日時 休憩
時間

実質
時間 議　件 傍聴

人数
ネット
中継

アクセス数会議時間

本 会 議 9月定例会議

9月1日
4:38 0:58

１．人権擁護委員推薦につき意見を求める件 
２．芽室町教育委員会委員任命につき同意を求める件　他

2 (559)9:30～15:06
9月15日

1:51 3:26
一般質問３人 

（渡辺洋一郎、堀切　忠、正村紀美子） 
4 (232)

9:30～14:47

9月22日

0:26 0:59

１．令和２年度芽室町各会計決算認定の件 
２．「義務教育費国庫負担制度堅持・負担率２分の
１への復元、「３０人以下学級」など教育予算確保・
拡充と就学保障の実現に向けた意見書」の提出を
求める陳情　他

2 システム不良
により未集計

9:30～10:55

常 任 
委 員 会

総務 
経済

第8回
9月1日

0:12 0:39
１．陳情第９号　図書館司書を正職員とするよう
求める陳情

2 (559)
15:35～16:26

第9回
9月9日

0:29 1:14
１．陳情第９号　図書館司書を正職員とするよう求める陳情
２．新型コロナウイルス感染症に係る経済対策について

0 (145)
13:30～15:43

第10回
9月30日

0:15 1:44
１．芽室町町有財産利活用等基本方針について
２．令和３年度総務経済常任委員会の抽出事業について 他

2 システム不良
により未集計13:30～15:29

厚生 
文教

第9回
9月1日

0:00 0:10
１．陳情第１０号　「義務教育費国庫負担制度堅持・負担率
２分の１への復元、「３０人以下学級」など教育予算確保・拡
充と就学保障の実現に向けた意見書」の提出を求める陳情

0 (559)
15:15～15:25

第10回

9月10日

0:25 1:32

１．陳情第１０号　「義務教育費国庫負担制度堅持・
負担率２分の１への復元、「３０人以下学級」など
教育予算確保・拡充と就学保障の実現に向けた意
見書」の提出を求める陳情 
２．公立芽室病院施設整備予定について

1 125 

13:30～15:27

第11回
9月15日

0:01 0:19
１．新型コロナウイルスワクチン接種の進捗状況
について 

1 (232)
15:00～15:20

第12回
9月22日

1:09 1:28
１．放課後等デイサービス事業について 

2 システム不良
により未集計11:10～13:47

議 会 運 営 委 員 会
第11回

9月3日
0:23 1:14

１．９月定例会議における一般質問について 
２．議会だより９月号の編集について　他

0 158 
9:30～11:07

第12回
9月14日

0:01 0:10
１．令和３年芽室町議会定例会９月定例会議の運
営について

0 295 
9:30～9:41

全 員 協 議 会
第4回

9月1日
0:00 0:01 １．人権擁護委員推薦につき意見を求める件 2 (559) 

9:41～9:42

第5回
9月16日

0:00 1:16
１．芽室高校生徒との意見交換会実施要領について 
２．白樺学園高校との包括連携協定事業実施要領について　他

0 108 
9:30～10:46

予 算 決 算
特 別 委 員 会

第4回
9月1日

0:00 1:40 ・令和３年度各会計補正予算の審査について 2 (559)
13:15～14:55

第5回
9月6日

2:14 2:41
決算審査 
・財政分析等の説明及び質疑 
・５特別会計、３事業会計

5 370 
9:30～14:25

第5回
9月7日

2:15 4:44
決算審査 
・一般会計　議会費～民生費

2 509 
9:30～16:29

第5回
9月8日

2:00 3:43
決算審査 
・一般会計　商工費～公債費 
・歳入全般

1 397 
9:30～15:13

第5回
9月9日

0:00 0:21
決算審査 
・全会計一括討論・全会計一括採決

0 (145)
9:30～9:51

第6回
9月22日

0:00 0:15 ・令和３年度各会計補正予算の審査について 2 システム不良
により未集計10:11～10:26

議 会 広 報
編 集 企 画 会 議

第5回
9月29日

0:00 0:30
１．議会だより１０月号の校正について 
２．議会だより１１月号の編集企画について

※
9:30～10:00

小　計 45:23 16:19 29:04 30 平均344.4
新 嵐 山 ス カ イ パ ー ク に 係 る
意 見 交 換 会

9月16日
0:00 1:48 ・新嵐山スカイパークの現状について ※

19:00～20:48
小　計 1:48 0:00 1:48

合　計 47:11 16:19 30:52 30 平均344.4

ネット中継アクセス数　　（　） 同一日に複数の会議が中継された場合は各会議の合計アクセス数を表示
 　　　　　　　　　　※インターネット中継を実施しなかった会議

国国にに３件３件のの意見書意見書をを提出提出
　コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書

　新型コロナウイルスの感染拡大の中で、地方財政は、来年度においても巨額の財源不足が避けられ
ない厳しい状況に直面しており、地方税財源の充実が不可欠である。
　よって、国においては、令和４年度地方財政対策及び地方税制改正に向け、下記事項を確実に実現
されるよう、強く要望する。

記
１�　令和４年度以降３年間の地方一般財源総額については、「経済財政運営と改革の基本方針2021」に

おいて、令和３年度地方財政計画の水準を下回らないよう実質的に同水準を確保するとされている
が、急速な高齢化に伴い社会保障関係経費が増大している現状を踏まえ、他の地方歳出に不合理な
しわ寄せがなされないよう、十分な総額を確保すること。

２�　固定資産税は、市町村の極めて重要な基幹税であり、制度の根幹を揺るがす見直しは、断じて行
わないこと。また、生産性革命の実現や新型コロナウイルス感染症緊急経済対策として講じられた
固定資産税等に係る特例措置は、本来国庫補助金等により対応すべきものであり、今回限りの措置
として、期限の到来をもって確実に終了すること。

３�　令和３年度税制改正により講じられた土地に係る固定資産税の課税標準額を令和２年度と同額と
する負担調整措置については、令和３年度限りとすること。

４�　令和３年度税制改正により講じられた自動車税・軽自動車税の環境性能割の臨時的軽減の延長に
ついて、更なる延長は断じて行わないこと。

５�　炭素に係る税を創設又は拡充する場合には、その一部を地方税又は地方譲与税として地方に税源
配分すること。

義務教育費国庫負担制度堅持・負担率２分の１への復元、「30人以下学級」など
教育予算確保・拡充と就学保障の実現に向けた意見書

　教育の機会均等を確保するためにも、国の責任において義務教育費国庫負担制度を堅持し、国の負
担率を２分の１へと復元することが重要である。
　また、子どもたちへのきめ細やかな教育を実現するためには、教職員定数を抜本的に改善すること
による少人数学級の実現と教職員の超勤・多忙化解消は不可欠である。要保護・準要保護率は、依然
として厳しい実態にある。また、給食費・修学旅行費などの私費負担が減少せず、地方交付税措置さ
れている教材費や図書費についても自治体によってその措置に格差が生じている。
　さらに、「奨学金制度」を利用せざるを得ない子どもたちや経済的な理由で進学・就学を断念する子
どもが増加しており、その解消に向けて、就学援助制度・奨学金制度・高校授業料無償化制度を拡大
させていく必要があることから以下の事項を強く要望する。

記
１�　国の責務である教育の機会均等・水準の最低保障を担保するため、義務教育費を無償とすること。

少なくとも、義務教育費国庫負担制度を堅持し、当面、義務教育費国庫負担金の負担率を２分の１
に復元すること。

２�　「30人以下学級」の早期実現に向けて、小学校１年生から中学校３年生の学級編制標準を順次改
定すること。当面、中学・高校に「35人以下学級」を拡大すること。また、地域の特性にあった教
育環境整備・教育活動の推進、住む地域に関係なく子どもたちの教育を保障するため、計画的な教
職員定数改善による実質的な教職員増の早期実現、教頭・養護教諭・事務職員の全校配置の実現の
ため、必要な予算の確保・拡充を図ること。

３　保護者負担の解消や、図書費などについては国において十分な確保、拡充を行うこと。
４�　就学援助制度・奨学金制度・高校授業料無償化制度の拡大など、就学保障の充実に向け、国の責

任において予算の十分な確保、拡充を図ること。

次
の
ペ
ー
ジ
は「
編
集
後
記
」
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表紙写真
　春の種まきから始まった「農
業小学校」の畑も収穫期を迎え
ました。
　ジャガイモは小ぶりでした
が数は多く、枝豆は豊作でした。
　みんなで協力し、楽しい作
業となりました。

意
見
書
は
要
約
し
て
い
ま
す
。

全
文
は
コ
チ
ラ
か
ら
⇩

■
今
月
か
ら
議
運
主
要
事
業
の
意

見
交
換
会
が
ス
タ
ー
ト
。
新
し
い

議
会
モ
ニ
タ
ー
さ
ん
と
の
会
議
も

始
ま
り
、
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た

だ
き
ま
す
。
夏
の
疲
れ
も
そ
ろ
そ

ろ
出
て
く
る
頃
、
気
を
引
き
締
め

て
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　国土強靱化に資する社会資本整備等に関する意見書
　地方財政は依然として厳しい状況にあることから、国と地方の適切な役割分担のもと、防災・
減災、国土強靱化に必要な予算を安定的かつ継続的に確保することが重要であり、国においては、
次の事項について特段の措置を講ずるよう強く要望する。

記
１�　国土強靱化に資する社会資本の整備・管理が長期安定的に進められるよう、公共事業関係予

算の所要額を確保するとともに、地域の実態に鑑み予算を重点配分すること。
２�　「防災・減災、国土強靱化のための５か年加速化対策」を計画的に進めるために必要な予算・

財源を確保すること。
３�　「防災・減災、国土強靱化に向けた道路の５か年対策プログラム」に基づく橋梁、トンネル等

の老朽化対策を推進するため、点検・診断・補修などのメンテナンスサイクルを確立し、予防
保全を含む戦略的な維持管理・更新事業を行うための技術的支援の充実を図ること。

４�　新広域道路交通計画に基づき、高規格道路については、着手済み区間の早期開通、未着手区
間の早期着手及び暫定２車線区間の４車線化といった機能強化を図ること。また、高規格道路
と並行する国道とのダブルネットワークの構築などによるリダンダンシーの確保や道路の防災
対策などによる耐災害性の強化を推進するほか、重要物流道路のさらなる指定を図ること。

５�　冬期交通における安全性の確保、通学路などの交通安全対策、無電柱化の推進、安全で快適
な自転車利用環境の創出、北海道観光の振興に向けた道路交通環境の整備など、地域の暮らし
や経済活動を支える道路の整備や管理の充実を図ること。

６�　維持管理に活用可能な交付金制度を創設するなど、公共施設の長寿命化や、すべての管理施
設の点検や診断、補修、更新が交付対象となるよう採択要件を緩和するなど、地方負担の軽減
を図ること。

７�　冬期における円滑な交通確保のため、除排雪に必要な予算を確保するとともに、老朽化が進
行している除雪機械等の計画的な更新・増強が可能となるよう財政支援を強化すること。

８�　日本海溝・千島海溝周辺型地震に備え、避難施設、避難路などの整備及び津波対策緊急事業
について、必要な予算の確保、地方負担を軽減する財政支援の充実強化を図ること。

９�　堤防整備、ダム建設・再生などの対策を進めるため、粘り強い堤防の整備に関する交付金制
度の拡充や準用河川改修の事業要件緩和、小規模河川改修に対応した財政、技術支援制度の創
設など、「流域治水」の取組に必要な財政支援を更に強化すること。

10�　災害発生時の迅速かつ円滑な復旧等のため、北海道開発局及び開発建設部の人員体制の充実・
強化を図ること。

中田智惠子

■
コ
ロ
ナ
感
染
者
数
も
減
少
傾
向

に
あ
り
ま
す
が
、
収
束
が
見
通
せ

な
い
状
況
で
す
。
学
校
行
事
も
集

中
す
る
時
期
で
す
が
、
行
事
の
精

選
な
ど
苦
慮
さ
れ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
今
ま
で
の

日
常
に
早
く
戻
れ

る
よ
う
祈
る
ば
か

り
で
す
。

中村和宏広瀬重雄

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
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急

事
態
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言
が
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除
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
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息
し
た
訳
で
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
引
き
続
き
感
染

対
策
は
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続
し
ま
し
ょ
う
！
議
会

も
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。
町
民
の

皆
さ
ん
の
ご
意
見

を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。
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